
は
じ
め
に

本
書
は
、
使
命
感
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
書
い
た
本
で
す
。
現
実
に
著
者
自
身
が
体
験
し
た

事
実
が
克
明
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
苦
し
い
経
済
環
境
下
、
と
く
に
４
回
８
年
間
に
も
わ
た
る
医
療
福
祉
業
界
で
の
社
会
保
険

報
酬
の
引
き
下
げ
を
背
景
と
し
て
、
中
小
病
院
、
中
小
企
業
が
味
わ
い
尽
く
し
た
こ
の
世
の
地
獄
と

苦
し
み
―
―
そ
の
小
さ
な
爪
跡
で
も
い
い
、
後
世
に
語
り
伝
え
た
い
と
の
一
心
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、

こ
の
本
で
す
。

こ
う
書
く
と
暗
い
本
の
よ
う
に
思
う
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
一
部
は
暗
い

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
登
場
す
る
人
物
は
、
本
書
の
全
編
を
通
じ
て
、
健
全
な
心
身
を
も

ち
、
力
強
く
生
き
抜
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
努
力
、
苦
心
、
工
夫
と
い
っ
た
喜
び
に
満
ち

た
職
業
生
活
の
姿
と
、
友
情
と
活
力
に
満
ち
た
人
間
模
様
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
く
読
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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は
じ
め
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3

悪
化
す
る
資
金
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り
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資
金
消
失
　
　
　
19

地
獄
の
は
じ
ま
り
は
梅
雨
時
だ
っ
た

19

こ
の
ま
ま
で
は
法
人
は
２
年
し
か
も
た
な
い
!?

26

返
す
返
す
も
手
痛
い
機
会
の
ロ
ス

28

小
規
模
な
が
ら
善
戦
し
て
い
た
は
ず
な
の
だ
が

29

資
金
繰
り
表
が
示
す
無
情
と
謎

35

5

さ
て
本
文
中
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
医
療
や
福
祉
な
ど
の
社
会
保
障
と
い
う
も
の
は
、

社
会
生
活
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
基
盤
）
で
あ
り
、
安
全

保
障
で
す
。
そ
れ
が
い
ま
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
医
療
崩
壊
」
や
「
介
護
難
民
」
と
い
っ
た
言

葉
が
す
で
に
耳
新
し
く
な
い
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
巷
間
で
報
道
さ
れ
る
事
件
や
解
説

な
ど
は
、
現
実
の
一
部
や
一
面
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
、
す
で
に
身
近
に
あ
る
多
く
の
病

医
院
が
、
人
手
不
足
だ
け
で
な
く
、
財
務
・
経
営
的
に
も
ひ
っ
迫
し
て
い
て
、
い
ま
に
も
つ
ぶ
れ
か

け
て
い
る
の
で
す
。
い
ま
に
も
消
え
入
り
そ
う
な
、
身
近
な
頼
れ
る
医
療
福
祉
の
貴
重
な
資
源
を
、

私
た
ち

、
、
、

は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
た
だ
単
純
に
、
生
活
に
困
る
か
ら
で
す
。
命

や
人
生
に
か
か
わ
り
ま
す
。
本
当
に
大
切
な
も
の
な
の
で
す
。

そ
ん
な
事
柄
に
も
眼
を
向
け
な
が
ら
、
て
ん
や
わ
ん
や
の
一
大
騒
動
記
、
地
獄
絵
の
な
か
の
冒
険

譚
を
味
わ
い
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
辛
苦
の
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
末
代
ま
で
語
り
継
ぎ
ま
し
ょ
う
！

井
村
健
司

4
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　　一般外来、脳血管疾患等リハビリ（I）・運動器リハビリ（I）・呼吸器リハビリ（I）・ 
　　内視鏡検査など。
　○入院部門（100床、完全療養型）
　　・48床（医療療養型：看護・介護とも常時6人配置以上）
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　・あきる台クリニック（指定通所リハ）
　・居宅介護支援・訪問看護・訪問介護・在宅介護支援センター

◆あきる台グループホーム秋川（9名）　◆あきる台グループホーム滝山（18名）
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1章　想定外の現実

19

２
０
０
８
年
梅
雨
時
。
霧
雨
が
常
に
薄
い
膜
を
張
っ
て
い
る
よ
う
な
肌
寒
い
時
節
だ
っ
た
。
風
が

吹
く
と
手
足
な
ど
末
端
が
冷
た
い
。
地
球
温
暖
化
と
い
わ
れ
る
な
か
で
、
こ
れ
だ
け
皮
膚
を
じ
っ
と

り
と
冷
や
す
梅
雨
も
な
か
な
か
珍
し
い
。

肌
寒
い
の
は
気
候
の
せ
い
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
気
の
せ
い
で
は
な
い
。
資
金
繰
り
表

窓口現金 2,463 7,365 ▲66,786
9/22 健診他 11,718 電気 1,142 17,941 ▲56,210

窓口現金 1,550 電話他 179 19,312 ▲54,839
社会保険 5,258 リース 2,151 22,419 ▲51,732

9/24 国民保険 80,023 102,442 28,291
9/26 健診他 3,160 給与 60,465 45,137 ▲29,014

窓口現金 2,283 保険 909 46,511 ▲27,640
GH返金 168 46,343 ▲27,808

9/30 健診他 31,415 返済 8,852 68,906 ▲5,245
ＧＨ 861 固定資産税 2,870 66,897 ▲7,254

労働保険 4,987 61,910 ▲12,241
社会保険 14,791 47,119 ▲27,032
リース 1,673 45,446 ▲28,705
電話他 344 45,102 ▲29,049

10/6 健診他 6,717 支払い 288 51,531 ▲22,620
10/10 窓口現金 1,358 支払い 26,613 26,276 ▲47,875

健診他 1,735 所得・住民税 6,272 21,739 ▲52,412
水道 1,794 19,945 ▲54,206
GH光熱 268 19,677 ▲54,474

10/15 健診他 6,086 手数料 94 25,669 ▲48,482
窓口現金 4,000 29,669 ▲44,482

10/20 健診他 15,034 電気 1,004 43,699 ▲30,452
窓口現金 4,104 電話他 181 47,622 ▲26,529

リース 2,169 45,453 ▲28,698
10/22 社会保険 4,733 50,186 ▲23,965
10/23 国民保険 78,463 128,649 54,498
10/27 健診他 10,337 給与 59,263 79,723 5,572

窓口現金 3,805 当貸返済 17,000 66,528 9,377
保険 912 65,616 8,465
リース 1,716 63,900 6,749

10/31 健診他 10,944 社会保険 14,552 60,292 3,141
窓口現金 2,519 返済 8,748 54,063 ▲3,088

健診委託 3,403 50,660 ▲6,491
GH返金等 244 50,416 ▲6,735
電話他 480 49,936 ▲7,215

11/5 健診他 1,211 支払い 186 50,961 ▲6,190
窓口現金 662 51,623 ▲5,528

11/10 健診他 10,159 所得・住民税 6,236 55,546 ▲1,605
窓口現金 4,596 支払い 13 60,129 2,978

GH光熱 114 60,015 2,864
11/17 健診他 3,429 GH光熱 45 63,399 6,248

窓口現金 6,507 支払い 13 69,893 12,742
手数料 74 69,819 12,668

11/20 健診他 2,815 健診委託 3,693 68,941 11,790
窓口現金 2,160 電気 791 70,310 13,159

電話 161 70,149 12,998
リース 2,226 67,923 10,772

11/25 保険 78,952 146,875 89,724
11/26 健診他 6,321 給与 60,492 92,704 35,553

窓口現金 3,939 当貸返済 30,000 66,643 39,492
保険 910 65,733 38,582
GH返金等 247 65,486 38,335

11/28 健診他 6,845 リース 1,568 70,763 43,612
返済 2,397 68,366 41,215
支払い 19,133 49,233 22,082
電話他 153 49,080 21,929

12/1 健診他 3,439 社会保険 14,678 37,841 10,690
窓口現金 2,300 電話 278 39,863 12,712

労働保険 4,987 34,876 7,725
消費税中間 4,723 30,153 3,002
返済 6,468 23,685 ▲3,466
健診委託 4,706 18,979 ▲8,172

12/3 窓口現金 1,000 支払い 69 19,910 ▲7,241
12/5 当座貸越 15,000 利息 32 34,878 ▲7,241

健診他 8,066 賞与 32,576 10,368 ▲31,751
支払い 586 9,782 ▲32,337
GH返金等 240 9,542 ▲32,577

12/10 健診他 4,328 所得・住民税 6,032 7,838 ▲34,281
窓口現金 5,480 福祉機構返済 5,560 7,758 ▲34,361

水道 1,810 5,948 ▲36,171
GH光熱 319 5,629 ▲36,490
支払い 12 5,617 ▲36,502

12/15 健診他 3,821 手数料 59 9,379 ▲32,740
窓口現金 2,100 支払い 222 11,257 ▲30,862

12/22 健診他 9,027 電話 176 20,108 ▲22,011
窓口現金 5,159 電気 822 24,445 ▲17,674
社会保険 5,277 リース 2,173 27,549 ▲14,570

12/24 国民保険 80,379 107,928 65,809
12/26 健診他 2,816 給与 59,959 50,785 8,666

窓口現金 1,251 保険 909 51,127 9,008
12/30 健診 20,300 支払い 18,660 52,767 10,648

窓口現金 3,000 年末調整 4,933 50,834 8,715
返済 2,367 48,467 6,348
リース 1,568 46,899 4,780
健診委託 6,395 40,504 ▲1,615
GH返金等 70 40,434 ▲1,685
電話他 163 40,271 ▲1,848

日付 摘要 入金 摘要 支払 残高 ＊（1）
5/31 44,780 ↓
6/2 健診他 172 固資・消費税 7,594 37,358 37,358

返済 6,454 30,904 30,904
社会保険 14,920 15,984 15,984
健診委託 2,613 13,371 13,371

6/5 健診他 888 支払い 362 13,897 13,897
窓口現金 2,000 15,897 15,897

6/6 健診他 584 水道 1,588 14,893 14,893
窓口現金 1,000 15,893 15,893

6/9 追い打ち 15,000 30,893 15,893
窓口現金 3,000 33,893 18,893
健診他 876 34,769 19,769

6/10 窓口現金 1,000 支払い 19,422 16,347 1,347
所得・住民税 6,049 10,298 ▲4,702
福祉機構返済 5,594 4,704 ▲10,296

6/13 健診他 1,127 GH光熱 248 5,583 ▲9,417
窓口現金 2,000 7,583 ▲7,417

6/16 健診他 3,979 手数料 57 11,505 ▲3,495
窓口現金 2,000 13,505 ▲1,495
保険解約 12,270 25,775 ▲1,495

6/20 健診他 1,654 電気 788 26,641 ▲629
窓口現金 3,000 電話他 177 29,464 2,194
社会保険 4,583 リース 2,196 31,851 4,581

6/23 国民保険 73,040 104,891 77,621
6/26 健診他 5,344 給与 61,047 49,188 21,918

窓口現金 3,000 保険 667 51,521 24,251
GH返金 325 51,196 23,926

6/30 健診他 5,286 電話他 461 56,021 28,751
窓口現金 2,000 社会保険 14,645 43,376 16,106

返済 8,850 34,526 7,256
健診委託 3,307 31,219 3,949
リース 1,673 29,546 2,276

7/4 健診他 6,667 賞与 24,806 11,407 ▲15,863
窓口現金 1,620 支払い 209 12,818 ▲14,452

7/8 窓口現金 1,000 所得税 3,561 10,257 ▲17,013
7/9 当座貸越 18,000 利息 11 28,246 ▲17,013

7/10 健診他 1,881 支払い 24,773 5,354 ▲39,905
窓口現金 4,117 住民税 2,855 6,616 ▲38,643

7/14 窓口現金 3,531 GH光熱 275 9,872 ▲35,387
7/15 健診他 2,684 手数料 88 12,468 ▲32,791
7/22 健診他 4,885 電気 876 16,477 ▲28,782

窓口現金 3,735 電話・広告 172 20,040 ▲25,219
リース 2,211 17,829 ▲27,430

7/23 保険 80,240 98,069 52,810
7/25 健診他 4,840 給与 61,933 40,976 ▲4,283

窓口現金 3,081 当貸返済 18,000 26,057 ▲1,202
固定資産税 2,870 23,187 ▲4,072
GH返金 252 22,935 ▲4,324

7/28 健診他 1,478 保険 661 23,752 ▲3,507
リース 1,673 22,079 ▲5,180

7/31 健診他 10,000 電話他 427 31,652 4,393
窓口現金 3,446 返済 8,795 26,303 ▲956

社会保険 14,972 11,331 ▲15,928
健診委託 4,679 6,652 ▲20,607

8/5 健診他 7,028 支払い 334 13,346 ▲13,913
8/8 窓口現金 5,361 所得税 5,331 13,376 ▲13,883

8/11 当座貸越 17,000 利息 15 30,361 ▲13,883
健診他 4,988 支払い 27,787 7,562 ▲36,682
窓口現金 2,055 水道光熱 1,963 7,654 ▲36,590

住民税 2,662 4,992 ▲39,252
8/18 健診他 3,134 手数料 70 8,056 ▲36,188

窓口現金 3,000 電気他 1,317 9,739 ▲34,505
8/20 健診他 793 電話 168 10,364 ▲33,880

窓口現金 779 リース 2,214 8,929 ▲35,315
8/21 社会保険 5,326 14,255 ▲29,989
8/25 国民保険 74,868 89,123 44,879
8/26 健診他 14,829 給与 61,486 42,466 ▲1,778

窓口現金 4,441 保険 918 45,989 1,745
電話他 173 45,816 1,572
リース 1,673 44,143 ▲101

8/29 健診他 9,143 返済 2,407 50,879 6,635
窓口現金 2,397 GH返金 311 52,965 8,721

9/1 健診他 4,592 電話 256 57,301 13,057
窓口現金 1,000 返済 6,471 51,830 7,586

社会保険 21,721 30,109 ▲14,135
法人税等 23,546 6,563 ▲37,681
健診委託 5,274 1,289 ▲42,955

9/5 健診他 8,241 支払い 204 9,326 ▲34,918
9/8 健診他 1,102 法人税等 982 9,446 ▲34,798

9/10 当座貸越 30,000 利息 93 39,353 ▲34,798
健診他 1,703 支払い 37,320 3,736 ▲70,415
窓口現金 8,522 住民税 2,635 9,623 ▲64,528

所得税 3,442 6,181 ▲67,970
福祉機構返済 5,577 604 ▲73,547
GH光熱 236 368 ▲73,783

9/17 健診他 4,597 手数料 63 4,902 ▲69,249

■資金繰り表①（2008年6～12月） ＊（1）追い打ち・当貸・保険解約なし残高 （千円）
2007年12/31残高 65,456

→

→

→

→

→

→

→

→

→

悪
化
す
る
資
金
繰
り
、
資
金
消
失

地
獄
の
は
じ
ま
り
は
梅
雨
時
だ
っ
た
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が
大
幅
に
遅
れ
て
私
の
も
と
に
届
い
た
と
き
、
す
で
に
決
算
か
ら
四
半
期
が
過
ぎ
て
い
て
、
そ
の
内

容
が
凄
惨
に
し
て
残
酷
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。
自
分
の
目
を
疑
い
、
そ
し
て
、
身
も
心
も
凍
っ
た
。

実
質
的
に
３
千
万
円
の
資
金
が
、
何
ら
か
の
形
で
姿
を
消
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

「
３
千
万
円
く
ら
い
」
と
思
わ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
驚
く
ほ
ど
の
巨
額
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

決
し
て
小
さ
な
額
で
も
な
い
。
私
に
と
っ
て
は
、
リ
ア
ル
に
危
機
感
を
お
ぼ
え
る
金
額
だ
。
何
と
で

も
な
り
そ
う
で
、
か
と
い
っ
て
す
ぐ
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
用
意
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
額
、
そ
れ
が
３

千
万
円
と
か
５
千
万
円
と
い
う
金
額
だ
。
１
千
万
円
な
ら
か
き
集
め
れ
ば
何
と
か
用
意
で
き
る
し
、

１
億
円
で
は
、
は
な
か
ら
無
理
と
思
う
。
法
人
な
ら
５
千
万
円
く
ら
い
は
集
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、

個
人
で
も
３
千
万
円
な
ら
何
と
か
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
か
ろ
う
じ
て
思
う
、
そ
う
い
う
微
妙

な
金
額
だ
。
そ
れ
だ
け
に
扱
い
が
困
難
で
対
処
し
に
く
く
、
い
や
な
汗
が
背
中
を
伝
っ
た
。

当
法
人
の
売
上
高
は
年
間
お
よ
そ
16
億
円
と
少
し
。
経
常
利
益
は
例
年
な
ら
１
億
円
程
度
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ス
改
定
の
嵐
が
吹
き
荒す

さ

ぶ
な
か
、
長
年
に
わ
た
っ
て
健
闘
し
て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
わ

ず
か
ば
か
り
で
も
増
収
増
益
は
維
持
し
て
き
た
し
、
２
、
３
年
ご
と
に
何
か
し
ら
大
き
な
事
業
を
行

っ
て
き
た
。
し
か
し
い
く
ら
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
も
、
利
益
は
思
う
よ
う
に
上
が
ら
な
い
。
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（千円 ） 

（各年12月末）

  566,367  564,860  531,579  294,516  282,869
  224,800  261,959  299,480  156,911  135,714
  255,088  270,525  311,947  304,259  342,112
  20,352  18,000  19,145  24,835  24,927
  172,979  180,261  215,011  262,866  268,020
        486,851  560,071
  34,045  38,830  38,854  5,131  5,467
  1,205,541  1,256,776  1,338,308  1,525,107  1,608,246
  6,232  8,507  8,519  10,612  9,334
  33,515  41,300  44,277  40,192  39,133
  24,088  22,714  22,914  24,661  23,531
  15,903  16,114  18,674  29,657  31,139
      762    
  8,507  8,519  10,612  9,334  6,005
  71,232  80,116  83,010  95,788  97,133
  1,134,309  1,176,660  1,255,297  1,429,320  1,511,113
  1,018,067  1,097,344  1,199,605  1,334,032  1,408,935
  116,242  79,317  55,693  95,288  102,178
  1.8  1.4  0.5  1.9  70
  6,069  3,639  13,747  5,715  6,124
  7,470  8,316  8,970  9,567  10,009
  5,875  7,114  9,966  11,073  13,604
  19,415  19,070  32,684  26,358  29,807
  26,718  25,026  26,783  25,152  27,776
  7,412  10,671  10,333  9,665  10,497
  34,130  35,697  37,116  34,817  38,272
  101,527  62,690  51,261  86,829  93,713
  135    2,320    
  135  0  2,320  0  0
  101,392  62,690  48,940  86,829  93,712
  54,531  24,778  19,311  34,979  42,783
  46,861  37,912  29,629  51,849  67,149

入 院 収 入 
外 来 収 入 
健 診 ド ッ ク 収 入 
産 業 医 収 入 
そ の 他 業 医 収 入 
介 護 収 入 
保 険 等 調 整 額 
（ 純 売 上 高 ） 
期 首 棚 卸 高 
薬 品 費 
診 療 材 料 費 
給 食 材 料 費 
仕 入 値 引 ・ 戻 し 高 
末 期 棚 卸 高 

（ 売 上 原 価 ） 
（ 売 上 総 損 益 ） 
（ 販 管 費 合 計 ） 
（ 営 業 損 益 ） 
受 取 利 息 
雑 収 入 
患 者 外 給 食 収 入 
そ の 他 医 業 外 収入 
（ 営 業 外 収 益 ） 
支 払 利 息 
患 者 外 給 食 材 料 
（ 営 業 外 費 用 ） 
（ 経 常 利 益 ） 
雑 損 失 
（ 特 別 損 失 ） 
（ 税 引 前 当 期 利 益 ） 
法 人 税 等 合 計 
当 期 利 益 

勘 定 科 目   2003年 度   2004年 度   2005年 度   2006年 度   2007年 度 

純 

■ PL（損益計算書）推移（2003～2007年）

＊ 
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も
と
も
と
医
療
・
福
祉
は
収
益
性
が
低
く
て
儲
か
り
は
し
な
い
が
、
安
全
性
だ
け
は
比
較
的
高
い

と
い
わ
れ
て
き
た
し
、
か
つ
て
は
実
際
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
こ
の
８
年
間
で
、
見
事
な
く

ら
い
跡
形
も
な
く
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
８
年
間
の
ゼ
ロ
改
定
と
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
連
続
。
８
年

と
い
っ
た
ら
ひ
と
昔
だ
。
こ
ん
な
に
も
長
き
に
わ
た
っ
て
社
会
保
障
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
と
い
う

こ
と
が
い
っ
た
い
、
ど
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
事
態
を
招
く
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

ま
っ
た
く
、
政
府
の
気
心
や
思
慮
分
別
が
し
れ
な
い
。
大
局
観
を
欠
く
、
愚
行
だ
。
研
修
医
制
度
を

発
端
と
し
、
立
ち
去
り
型
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
引
き
起
こ
し
た
医
療
崩
壊

、
、
、
、

だ
が
、
医
療
の
現
場
は
財
務

面
か
ら
も
瓦
解
剥
落
し
つ
つ
あ
る
。

医
療
保
険
の
診
療
単
価
（
点
数
）
を
決
め
る
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
も
毎
度
の

こ
と
で
ひ
ど
い
も
の
だ
が
、
介
護
保
険
制
度
は
創
設
当
初
か
ら
、
施
設
や
人
材
と
い
っ
た
資
源
は

「
民
間
（
の
金
）
で
」
整
え
さ
せ
、
体
裁
だ
け
繕
っ
て
お
き
な
が
ら
、
高
齢
者
か
ら
徴
収
す
る
保
険

料
は
上
げ
ら
れ
な
い
か
ら
と
利
用
抑
制
が
横
行
し
た
。
実
際
、
要
介
護
高
齢
者
が
活
用
し
た
の
は
利

用
限
度
額
の
半
分
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
驚
く
。
介
護
保
険
の
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
単
価
（
単

位
）
は
、
２
０
０
０
年
の
制
度
創
設
時
か
ら
、
抑
制
の
一
点
張
り
だ
っ
た
。
何
と
も
ひ
ど
く
冴
え
な

い
話
だ
。
社
会
保
障
審
議
会
（
社
保
審
）
の
給
付
費
分
科
会
と
い
う
と
こ
ろ
も
相
当
に
し
ょ
う
も
な

22

（千円 ） 

勘 定 科 目   2003年 度   2004年 度   2005年 度   2006年 度   2007年 度 
（ 販 管 費 合 計 ） 
役 員 報 酬 
医 師 給 与 
看 護 師 給 与 
そ の 他 の 給 与 
法 定 福 利 費 
福 利 厚 生 費 
消 耗 品 費 
地 代 家 賃 
賃 借 料 
保 険 料 
修 繕 費 
水 道 光 熱 費 
委 託 費 
会 議 費 
広 告 宣 伝 費 
旅 費 交 通 費 
交 際 費 
支 払 手 数 料 
諸 会 費 
租 税 公 課 
減 価 償 却 費 
燃 料 費 
通 信 運 搬 費 
研 究 研 修 費 
顧 問 料 
退 職 金 
雑 費 

  1,018,067  1,097,344  1,199,605  1,334,032  1,408,935
  94,689  83,356  70,853  82,769  82,818
  86,387  79,534  86,817  83,783  75,729
  218,067  243,318  236,646  233,465  248,912
  288,078  308,556  356,011  448,695  500,184
  61,431  70,104  77,024  91,616  94,866
  1,795  3,823  1,801  2,096  2,148
  23,500  27,314  38,476  32,141  35,115
  10,460  11,893  14,784  16,474  16,489
  31,518  42,788  47,857  52,097  54,424
  6,998  8,739  9,871  10,562  14,265
  5,380  6,378  5,980  6,833  6,177
  19,766  21,075  24,493  29,875  30,774
  72,949  89,777  118,249  122,267  114,938
  458  120  155    
  3,418  4,698  6,615  4,568  5,300
  3,022  3,443  4,245  3,052  3,919
  3,184  3,276  4,836  4,833  3,000
  2,088  848  2,455  1,565  1,801
  2,137  3,998  2,464  4,011  3,120
  28,084  28,158  20,507  34,197  47,575
  33,378  33,464  42,309  39,691  36,818
  6,685  7,950  10,154  11,827  12,125
  5,426  6,875  7,414  9,089  9,833
  3,426  3,447  3,807  3,716  3,404
  3,804  2,583  3,366  3,288  3,114
      335    
  1,946  1,830  2,083  1,521  2,090

＊［販管費内訳］ 

（各年12月末）



い
集
団
と
い
え
そ
う
だ
。
保
険
者
の
市
区
町
村
も
そ
う
だ
。
定
見
が
な
い
。

本
題
に
も
ど
ろ
う
。
私
た
ち
の
法
人
は
１
月
か
ら
12
月
を
決
算
期
と
し
、
２
月
に
は
税
務
申
告
書

類
が
整
っ
て
い
る
。
08
年
２
月
に
私
の
手
元
に
届
い
た
07
年
の
決
算
書
は
、
売
上
高
は
前
年
よ
り
８

千
万
円
ほ
ど
増
え
て
い
た
が
、
利
益
が
思
っ
た
ほ
ど
増
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で

も
心
配
で
心
が
深
く
傷
つ
く
。
経
費
が
１
億
円
ほ
ど
増
え
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
利
益
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、
税
金
の
支
払
や
元
金
返
済
に
利
益
が
追
い
つ
か
な
い
。
恐
ろ
し
い
状
態
だ
。

考
え
る
だ
け
で
空
恐
ろ
し
い
推
量
な
の
だ
が
、
も
し
資
金
消
失
が
傾
向
的
な
も
の
に
な
る
と
し
た

ら
？
　
す
ぐ
に
資
金
繰
り
表
を
作
成
す
る
よ
う
経
理
課
長
に
依
頼
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
不
安
か
ら

だ
っ
た
が
、
上
が
っ
て
き
た
資
金
繰
り
表
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
法
人
の
「
死
の

宣
告
」
に
等
し
い
内
容
だ
っ
た
。

そ
も
そ
も
06
年
の
決
算
書
を
見
た
と
き
に
、
わ
ず
か
に
違
和
感
を
覚
え
て
は
い
た
。
07
年
後
半
か

ら
は
明
確
に
異
変
を
感
じ
て
い
て
、
お
か
し
い
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
鮮
烈
で
明

白
な
数
字
が
結
果
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
ま
で
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
赤
い
数
字
が
間
歇
的
に
ズ

ラ
リ
と
並
ぶ
。
そ
の
様
は
た
だ
た
だ
恐
ろ
し
い
。
こ
れ
は
経
営
を
担
当
す
る
私
た
ち
の
責
任
で
あ
る
。

24
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赤
黒
い
資
金
繰
り
表
を
手
に
し
た
直
後
か
ら
、
一
方
で
私
は
す
ぐ
に
経
営
改
善
に
乗
り
出
し
た
。

「
身
の
回
り
で
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
や
っ
て
い
こ
う
」
と
考
え
、
そ
し
て
現
実
に
や
っ
て
い
っ
た
。

経
営
改
善
に
は
日
頃
か
ら
気
を
配
っ
て
い
る
し
、
基
本
的
に
私
は
実
務
家
だ
。
そ
れ
な
り
の
経
験
や

ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

と
に
か
く
死
力
を
尽
く
し
て
片
っ
端
か
ら
や
っ
て
い
っ
た
。
後
で
読
ん
だ
本
に
よ
れ
ば
、
役
員
の

給
与
カ
ッ
ト
を
含
め
た
内
部
改
善
を
す
る
前
に
、
ま
ず
銀
行
に
リ
ス
ケ
を
申
し
込
む
べ
き
だ
と
い
う

説
も
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
計
算
や
算
段
を
し
て
い
る
暇
も
な
け
れ
ば
、
な
り
ふ
り
構
っ
て
い
ら
れ
る

状
況
で
も
な
か
っ
た
。
文
字
ど
お
り
「
必
死
」
だ
っ
た
の
だ
。

こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
改
善
の
手
立
て
が
頭
に
浮
か
ん
で
は
消
え
た
。
そ
の

な
か
か
ら
優
先
順
位
や
政
治
的
な
重
要
度
な
ど
を
勘
案
し
て
み
る
。
も
く
じ
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
身
近
で
即
効
性
の
あ
る
も
の
は
す
べ
て
敢
行
し
た
。
中
長
期
的
に
実
行
す
べ

き
事
柄
や
、
解
決
に
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
事
務
長
や
担
当
部
署
と
の
あ

い
だ
で
い
ま
な
お
調
整
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
成
果
が
実
る
の
が
待
ち
遠
し
い
。

も
ち
ろ
ん
、
で
き
る
こ
と
か
ら
や
る
と
い
う
の
は
、
闇
雲
に
身
の
回
り
の
些
事
か
ら
手
を
つ
け
る

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
ま
ず
、
で
き
る
手
立
て
を
、
解
決
の
難
易
度
と
、
時
間
を
含
む
コ
ス
ト
の

両
軸
で
切
っ
た
４
つ
の
象
限
に
分
類
し
た
。
そ
の
う
ち
、
難
易
度
が
低
く
コ
ス
ト
も
な
る
べ
く
小
さ

く
、
そ
れ
で
い
て
効
果
の
大
き
い
も
の
が
必
ず
い
く
つ
か
あ
る
。
効
き
目
が
あ
っ
て
、
や
り
や
す
い

こ
と
か
ら
や
る
、
当
然
の
判
断
基
準
で
進
め
た
。

基
準
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
特
別
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
や
っ
て
い
こ
う

や
り
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
手
を
つ
け
る



法
人
の
方
針
に
も
よ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
く
に
経
営
を
担
当
す
る
責
任
者
の
給
与
を
カ
ッ
ト

す
る
の
は
簡
単
だ
し
、
全
社
員
の
納
得
も
得
ら
れ
や
す
い
。
こ
れ
に
続
い
て
役
員
の
給
与
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
必
ず
し
も
身
内
で
は
な
い
の
で
、
相
当
に
気
が
引
け
る
の
も
事
実
だ
。
当
法
人

で
い
え
ば
、
理
事
長
の
兄
や
常
務
理
事
の
母
の
ほ
か
は
、
途
中
か
ら
入
っ
て
も
ら
っ
た
医
師
や
、
理

事
長
の
親
友
で
あ
る
医
師
、
事
務
長
、
経
理
課
長
な
ど
で
あ
る
。
私
は
即
座
に
自
分
の
給
与
を
３
割

以
上
カ
ッ
ト
し
た
。
ロ
ー
ン
な
ど
も
あ
る
の
で
や
っ
て
い
け
る
か
不
安
は
あ
っ
た
が
、
与
え
ら
れ
た

範
囲
で
生
活
す
れ
ば
よ
い
と
腹
を
く
く
っ
た
。

同
時
に
常
務
理
事
の
給
与
を
、
す
で
に
一
般
職
員
以
下
に
ま
で
減
ら
し
て
し
ま
っ
て
い
た
も
の
を
、

さ
ら
に
そ
の
半
分
に
ま
で
削
っ
た
。
気
の
毒
だ
が
、
最
低
賃
金
を
下
回
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１
ユ
ニ
ッ
ト
分
を
建
て
た
土
地
は
常
務
理
事
の
も
の
で
、
借
地
権
料
を
法
人
か
ら
支
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や
差
別
化
戦
略
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
マ＊

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。こ

う
し
た
例
外
は
、
値
段
も
高
く
つ
く
し
、
効
果
も
明
確
に
測
定
で
き
な
い
の
だ
が
、
ブ
ラ
ン
ド

や
差
別
化
が
必
要
な
新
製
品
（
新
サ
ー
ビ
ス
）
を
投
入
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
用
い
る
場
合
も
ま
れ

に
あ
る
。
テ
レ
ビ
広
告
（
病
院
な
ど
に
は
許
さ
れ
て
い
な
い
が
）
な
ど
の
特
別
に
大
が
か
り
な
仕
掛

け
に
か
ぎ
ら
ず
、
普
段
だ
っ
た
ら
使
わ
な
い
（
？
）
よ
う
な
カ
ラ
ー
刷
り
の
、
写
真
入
り
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
類
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
、
日
常
的
に
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
ん
な
資
金
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
の
が
経
営
の
実
態
だ
。
せ
い
ぜ
い
２
色
刷
り
で
、

ロ
ゴ
や
連
絡
先
を
赤
く
着
色
す
る
の
が
、
普
通
の
つ
ま
し
い
広
告
の
現
実
で
あ
る
。
医
療
福
祉
相
談

室
か
ら
「
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
印
刷
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
た
い
」
と
言
わ
れ
見
積
単
価
を
見
る
と
、

通
常
よ
り
25
％
も
高
い
の
に
は
目
が
く
ら
ん
だ
。

78

＊
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス：

企
業
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
市
場
で
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
複
数

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
要
素
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
。「
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
４
Ｐ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
４
つ
の

Ｐ
と
は
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
（P

rod
u
ct

）、
価
格
（P

rice

）、
流
通
（P

lace

）、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（P
rom

otion

）
の
４
つ
の
要
素
を
い
う
。
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
４
つ
の
Ｐ
を
決

定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

給
与
３
割
カ
ッ
ト
で
糊
口
を
し
の
ぐ



実
り
が
少
な
い
も
の
な
の
だ
。
ち
ょ
っ
と
油
断
し
て
い
た
ら
、
健
診
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
く
ら
い
の
売

上
は
計
上
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
病
棟
も
同
様
だ
。
苦
労
や
努
力
と
成
果
は
必
ず
し
も
比

例
し
な
い
。
と
は
い
え
、
健
診
や
病
棟
が
楽
に
儲
け
ら
れ
る
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
大
き
な
仕
事

を
す
れ
ば
そ
れ
な
り
の
お
金
が
動
く
し
、
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
だ
け
で
は
小
額
の
資
源
し
か
移
動
し

な
い
と
い
う
意
味
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ス
ケ
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

２
０
０
８
年
12
月
。
一
向
に
動
く
気
配
の
な
い
メ
イ
ン
バ
ン
ク
Ｒ
銀
行
に
し
び
れ
を
切
ら
し
た
私

と
事
務
長
は
、
新
た
な
銀
行
を
探
す
決
断
を
し
た
。

Ａ
Ｏ
信
用
金
庫
は
、
当
院
と
は
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
取
引
は
も
と
よ
り
足
を
運
ん

だ
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。
行
っ
て
み
て
初
め
て
知
っ
た
の
だ
が
、「
の
め
っ
こ
い
」
と
い
う
方
言
を
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凄
惨
な
事
態
が
明
る
み
と
な
っ
て
か
ら
半
年
ち
ょ
っ
と
、
死
力
を
尽
く
し
た
つ
も
り
で
は
あ
っ
た

が
、
２
０
０
８
年
度
は
結
局
、「
増
収
減
益

、
、

」
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
。

内
部
の
改
善
だ
け
で
は
多
く
と
も
５
千
万
円
ほ
ど
の
効
果
し
か
当
面
は
出
せ
な
い
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
精
進
し
て
も
、
１
億
円
は
行
く
ま
い
。
経
営
改
善
は
意
外
な
ほ
ど

122

銀
行
探
し
の
旅
が
は
じ
ま
る

メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
三
行
半

徒
歩
30
秒
の
砦
か
ら
―
―
Ａ
Ｏ
信
金
と
の
交
渉



れ
ま
せ
ん
が
、
ダ
メ
で
し
ょ
う
か
」

き
わ
め
て
素
直
な
言
葉
だ
。
相
手
が
面
喰
ら
う
の
は
予
想
し
て
い
た
。

「
と
り
あ
え
ず
今
日
は
ご
あ
い
さ
つ
だ
け
で
す
。
明
日
、
必
要
な
資
料
を
お
持
ち
し
ま
す
の
で
、

ご
入
用
の
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
決
算
書
は
３
期
分
で
い
い
で
す
か
？
　
登
記
簿
謄
本
と
、

返
済
予
定
表
な
ど
も
お
持
ち
し
ま
し
ょ
う
か
」

「
は
い
、
ま
ず
は
そ
れ
で
結
構
で
す
。
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
ょ
う
。
資
料
の
分
析
も
必
要
で
す

か
ら
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
。
１
週
間
ほ
ど
お
時
間
を
く
だ
さ
い
。
業
容
の
わ
か

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
お
願
い
し
ま
す
」

初
回
は
こ
れ
だ
け
の
や
り
取
り
だ
っ
た
が
、「
１
週
間
」
と
い
う
言
葉
に
、
Ａ
Ｏ
信
金
の
ヤ
ル
気

が
ほ
の
見
え
る
。
実
際
は
こ
の
後
数
カ
月
に
わ
た
っ
て
、
お
互
い
苦
心
惨
憺
す
る
、
と
ん
で
も
な
い

事
態
が
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
そ
う
し
た
事
態
の
予
感
す
ら
な
か

っ
た
。
た
だ
、
本
で
読
ん
だ
目
年
増

、
、
、

と
で
も
い
う
べ
き
か
、「
融
資
申
し
込
み
の
書
類
は
事
務
的
に

１
週
間
単
位
で
上
げ
て
い
く
の
で
、
１
週
間
を
超
え
て
音
沙
汰
が
な
か
っ
た
ら
、
次
の
金
融
機
関
を

探
せ
」
と
い
う
鉄
則
に
従
っ
て
、
５
、
６
日
待
っ
た
。

す
る
と
ち
ょ
う
ど
１
週
間
目
に
、
Ｉ
氏
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
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Ｃ
Ｉ
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
に
使
っ
て
い
た
。「
懐
っ
こ
い
」
と
か
、「
親
し
み

を
も
っ
た
」「
親
身
に
振
る
舞
う
」
と
い
う
意
味
の
土
地
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
。

面
白
い
の
は
、
都
市
銀
行
と
は
ち
が
う
信
用
金
庫
の
体
質
、
風
土
と
い
う
べ
き
か
、
通
さ
れ
る
部

屋
は
１
階
の
い
ち
ば
ん
奥
ま
っ
た
部
屋
で
、
エ
ア
コ
ン
は
い
つ
も
効
い
て
い
な
い
。
節
電
の
た
め
か
、

風
習
な
の
か
。
そ
し
て
お
茶
を
出
し
て
く
れ
る
の
だ
が
、
必
ず
麦
茶
か
ほ
う
じ
茶
だ
。
都
市
銀
行
の

Ｒ
銀
行
で
は
、
２
階
の
応
接
室
で
玉
露
か
コ
ー
ヒ
ー
が
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
不
思
議
な
も
の
で

あ
る
。
風
土
か
プ
ラ
イ
ド
か
。
組
織
論
的
・
行
動
科
学
的
に
興
味
深
い
。
何
度
訪
れ
て
も
、
そ
の
ち

が
い
が
可
笑
し
く
て
、
つ
い
笑
っ
て
し
ま
う
。

寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
年
末
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
て
い
な
い
部
屋
に
座
っ
て
い
る
と
、
可
笑
し
み
と
と

も
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
す
る
。
店
頭
で
病
院
名
を
名
乗
り
、
支
店
長
か
融
資
担
当
の
方
を
と

申
し
出
て
い
る
。
お
互
い
に
問
う
ま
で
も
な
く
、
何
か
大
き
な
出
来
事
が
起
こ
る
と
わ
か
っ
て
い
た

は
ず
だ
。

や
が
て
、
営
業
推
進
課
長
兼
融
資
担
当
の
Ｉ
氏
と
、
副
支
店
長
の
Ｙ
氏
が
席
に
着
い
た
。

事
務
長
と
私
は
単
刀
直
入
に
切
り
出
し
た
。

「
８
億
５
千
万
円
ほ
ど
、
25
年
で
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
融
資
限
度
額
は
少
々
超
え
て
い
る
か
も
し
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「
事
業
計
画
を
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」

「
は
い
す
ぐ
に
！
」

私
は
直
後
（
お
よ
そ
30
秒
後
）
に
持
っ
て
い
っ
た
。
お
も
に
数
字
を
散
り
ば
め
た
文
章
で
、
業
界

の
趨
勢
や
、
当
法
人
の
強
み
と
弱
み
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
活
動
、
今
後
行
う
予
定
の
経
営
改
善
策

な
ど
を
主
た
る
内
容
と
し
て
記
し
た
も
の
だ
っ
た
。
楽
な
も
の
で
、
じ
つ
は
一
度
Ｒ
銀
行
に
出
し
た

も
の
が
あ
っ
た
の
だ
。「
金
融
機
関
は
数
字
が
好
き
」
と
本
で
読
ん
で
い
た
か
ら
、
見
積
り
損
益
計

算
書
も
付
け
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
中
長
期
的
な
予
想
は
外
部
環
境
の
ブ
レ
が
大
き
い
現
時
点
で
は

無
意
味
と
判
断
し
て
、
文
書
だ
け
の
事
業
計
画
書
を
届
け
た
。

予
感
は
し
て
い
た
が
、
や
は
り
後
日
、

「
こ
の
先
２
年
か
３
年
で
か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、
数
字
を
も
ら
え
ま
す
か
」

と
言
わ
れ
た
。
あ
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
（
で
も
無
駄
な
の
に
）。
ま
あ
い
い
や
。
チ
ャ
ッ
チ
ャ
と
作
っ

て
渡
し
て
し
ま
お
う
。
大
ま
か
な
予
測
と
判
断
の
ち
が
い
が
出
る
だ
け
だ
。

持
参
す
る
と
、
こ
の
日
は
新
任
の
支
店
長
も
同
席
し
て
、
あ
の
書
式
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
あ

っ
ち
の
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
先
方
で
し
ば
ら
く
交
わ
さ
れ
た
後
、
Ｉ
氏
か
ら
「
書
式
を
す

ぐ
に
お
持
ち
し
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
も
ら
っ
て
病
院
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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医療法人財団暁（あきる台病院他）
事業計画書

第8期（平成21年：2009年）
業界の動向
医療福祉業界は、8年間の長きにわたる診療報酬・介護報酬のマイナス改定の

影響で疲弊し尽くしています。平成18年（2006年）には、第5次医療法改正もあ
りました。厚生行政は、医療法や健康保険法などの法改正と、報酬改定の2本の
手綱を用いて進められて来ています。
すでに医療崩壊という言葉が巷間に行きわたった感もありますが、いくつかメ

ディアで報道されている自治体病院の閉鎖や民間移譲などは、問題の一端を示し
ているに過ぎません。
療養病床の廃止や削減といった施策もあり、相当数の揺り戻しはあったものの、

それまで推奨されていた療養病床という高齢化を担う医療福祉の提供体制が、一
時はその存在を全面的に否定されるといった場面もありました。
今後も（数十年は）医療や福祉のニーズは拡大し続けますが、機能分化や平均

在院日数の短縮、報酬体系からの圧迫などの医療福祉を囲繞する外部環境要因の
変化によって、生き残るのは明確な特色と役割を持った医療福祉の提供施設に限
定されることになるでしょう。
ただし東京都においては、療養病床を7千床ほど増加させる計画となっており、

病床削減圧力による脅威は存在しません。また、次期介護報酬改定は3％のプラ
ス改定といわれ、現行の訪問リハビリより単価が大幅に上がる「訪問リハビリ・
ステーション」の創設も構想されています。

当法人の強み
高い技術水準に支えられた医療（診療機能やリハビリテーション）を起点とし

て、広く健康・医療・福祉方面に切れ目無く様々なサービスを展開しています。
このサービスミックスは、顧客にとって幅広いニーズを満たすワンストップの機
能・機会を提供するだけでなく、環境変化に適応するための他に類例の無いリス
ク分散の機能も備えています。
この10年ほどの間、厳しい環境変化に抗い乗り越えながら、着実な成長を重

ねてきています。数年ごとに有望市場に進出する新規事業などを展開してきた結
果として、売上高は継続して増加傾向にあります。
年商を伸ばすだけでなく、機能を拡張しながら黒字体質も維持し続けている点

は、慎重な計画と事業の実施を重ねてきた結果です。借入金の弁済も幸いにして
全く滞ることなく責務を果たしてきましたし、これからも責務を果たしていく所
存です。

当法人の問題点
組織の拡大等により、ガバナンスの在り方に変化が迫られる時期を迎えている

ものと思われます。これからは、新しい経営管理の試みを重ねていく必要がある
と考えます。それと同時に、法人としてのCSRなども求められる影響力を持つに
至る過渡期でもあると思量しています。
また、業容と売上高の継続的で急速な拡大により、外部環境の変化も重なって、

資金（現預金残高）が目減りし始めています。事業の拡大は、先行投資や利益回
収までのタイムラグを通して、資金不足を招きます。減価償却期間と借入金弁済
期間のギャップも、資金不足の要因です。
結果として、税負担や借入金の弁済が重く圧し掛かってくることとなり、労働

■銀行提出書類①　事業計画書　2008年12月作成

一度R銀行に出したものがあったのでAO信金から求められた時には30秒後
に持っていくことができた



そ
の
日
の
闘
い
の
第
二
幕
は
、
直
後
に
は
じ
ま
っ
た
。

最
初
の
伝
令
は
、
理
事
長
の
自
宅
に
飛
ん
だ
営
業
課
長
だ
っ
た
。
先
の
会
見
の
直
後
の
こ
と
で
あ

る
。
同
時
に
支
店
長
が
常
務
理
事
宅
を
訪
れ
た
ら
し
い
が
、
常
務
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
コ
ー
ル
を
無

視
し
た
ら
し
い
。

理
事
長
に
対
す
る
Ｒ
銀
行
の
懇
願
は
、
何
と
か
翻
り
ま
せ
ん
か
と
い
う
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
昼

間
、
Ａ
Ｏ
信
金
Ｉ
氏
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聞
い
て
い
た
理
事
長
は
、

「
そ
う
や
っ
て
あ
が
く
こ
と
が
あ
な
た
方
の
成
績
に
で
も
な
る
の
な
ら
、
の
た
う
ち
も
が
く
の
も
い

い
だ
ろ
う
が
、
そ
う
と
も
思
え
な
い
。
理
事
会
で
決
定
し
た
議
決
事
項
に
私
一
人
が
ど
う
こ
う
言

っ
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
し
、
私
も
賛
成
を
し
た
一
員
な
ん
で
す
よ
。
よ
ほ
ど
良
い
条
件
で
も
あ
る

な
ら
話
は
別
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ね
」

3章　内部改善の限界。次は?!
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「
い
や
、
そ
れ
は
言
葉
の
行
き
ち
が
い
を
招
く
で
し
ょ
う
し
、
２
人
だ
け
で
話
す
理
由
も
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
の
居
る
こ
の
場
で
話
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」

と
、
私
。
ど
う
や
ら
私
が
首
謀
者
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
う
に
は
ち
が
い
な
い
の
だ
が
、

今
回
の
決
定
は
理
事
会
で
も
満
場
一
致
で
可
決
し
た
案
件
だ
。
ち
な
み
に
私
は
、
理
事
に
も
入
っ
て

い
な
い
単
な
る
企
画
室
長
な
の
で
、
扱
い
に
く
い
黒
幕
と
し
て
憎
ま
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

支
店
長
と
営
業
課
長
は
ま
た
し
ば
ら
く
黙
り
込
ん
だ
。
黙
り
込
ん
だ
挙
句
に
、

「
２
人
で
お
話
し
で
き
な
い
の
な
ら
、
こ
こ
は
お
い
と
ま
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
も
な
く
退
室
し
て
行
っ
た
。
無
残
で
無
様
だ
っ
た
。

彼
ら
の
陰
惨
と
阿
鼻
叫
喚
は
こ
の
後
も
続
く
が
、
こ
の
事
態
を
招
い
た
理
由
が
何
な
の
か
と
い
う

反
省
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
人
を
見
殺
し
に
し
よ
う
と
し
て
お
い
て
、
自
ら
の
保
身
の
み
に
は

し
る
姿
は
哀
れ
で
す
ら
あ
っ
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
哀
れ
で
あ
り
、
顧
客
の
利
益
と
、
顧
客
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
詰
め
の
甘
さ
を
放
置
し
た
男
の
哀
し
い
姿
だ
っ
た
。
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あ
く
な
き
抵
抗



い
よ
う
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、
不
覚
に
も
習
慣
で
自
分
が
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
出
て
し
ま
っ
た
。
支
店

長
と
営
業
課
長
の
２
人
で
、
訪
れ
た
の
は
８
時
過
ぎ
頃
だ
っ
た
か
。
不
承
不
承
、
私
は
わ
ざ
わ
ざ
外

来
１
階
の
、
共
有
面
積
に
し
つ
ら
え
た
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切
っ
た
だ
け
の
応
接
ス
ペ
ー
ス
に
通

し
た
。
３
月
末
の
患
者
の
い
な
い
外
来
は
、
外
気
温
と
同
じ
ほ
ど
の
室
温
し
か
な
く
寒
い
。

「
昼
間
は
取
り
乱
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
て
も
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。
お
話
を
頂
戴
し
て
か
ら
、
経
済
情
勢
も
医
療
環
境
も
変
わ
っ
て
い
た
の
で
、
対
応
が
遅

れ
ま
し
た
。
提
案
が
あ
り
ま
す
。
明
日
に
で
も
本
部
で
決
済
を
通
し
て
来
ま
す
の
で
、
ご
検
討
く

だ
さ
い
」

話
は
、
そ
ん
な
内
容
だ
っ
た
。
理
事
長
か
ら
聞
い
て
い
た
話
と
前
段
は
変
わ
り
な
い
。
し
て
、
そ

の
提
案
と
は
？

い
か
に
も
こ
の
数
時
間
で
作
り
ま
し
た
と
い
う
風
情
の
簡
単
な
一
覧
表
が
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ

た
。
私
は
見
る
気
も
な
か
っ
た
の
で
テ
ー
ブ
ル
に
放
っ
て
お
い
た
。
そ
し
て
言
っ
た
。

「
夕
方
に
も
お
話
し
た
と
お
り
、
理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
議
決
で
す
。
理
事
で
も
な
い
私
が
ど
う
し

よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
こ
の
話
は
す
で
に
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。
金
貸
証
書
に
も
署
名
捺

印
し
ま
し
た
か
ら
、
27
日
の
実
行
は
も
は
や
動
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
ち
ら
も
す
で
に
抵
当
権
抹
消
の

3章　内部改善の限界。次は?!
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と
答
え
た
と
い
う
。
見
事
だ
。
た
だ
最
後
の
ひ
と
言
だ
け
は
余
計
だ
っ
た
。
条
件
の
問
題
で
は
な

い
か
ら
だ
。

す
る
と
次
に
経
理
課
長
宛
て
に
電
話
が
入
っ
た
。
Ａ
Ｏ
信
金
の
条
件
を
知
り
た
い
ら
し
い
。
利
率

を
問
わ
れ
た
経
理
課
長
は
、

「
そ
れ
は
見
て
い
な
い
の
で
知
ら
な
い
よ
」

と
軽
く
受
け
流
し
て
い
た
。
心
得
た
も
の
だ
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
万
全
だ
っ
た
。
な
ぜ
か
事
務
長
に
は
コ
ン
タ
ク
ト
が
な
か
っ
た
が
、
ど
う
し
た

勘
違
い
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
連
の
流
れ
と
事
情
を
い
ち
ば
ん
知
っ
て
い
て
、
実
際
に
動
い
て
も
い

た
人
物
な
の
に
。
Ｒ
銀
行
は
そ
こ
ま
で
見
誤
っ
た
か
。

そ
し
て
、
そ
の
日
の
最
後
は
私
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｏ
信
金
の
Ｉ
氏
か
ら
、
電
話
以
外
で
は
接
触
し
な
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夜
半
の
闘
い
、
後
だ
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
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4章　資金と銀行、至極の18戒
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現
実
を
思
い
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
は
い
つ
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
み
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ

は
現
金
主
義
で
実
際
の
姿
を
現
す
か
ら
だ
。
税
務
会
計
な
ど
の
発
生
主
義
の
よ
う
に
策
を
弄
さ
な
い
。

損
益
や
貸
借
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
経
営
分
析
に
し
ろ
何
に
し
ろ
、
な
る
べ
く
ド
ロ
臭
く
地
を
這

い
つ
く
ば
る
よ
う
な
地
道
な
作
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
も
の
に
こ
そ
大
き
な
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
む
ず
か
し
い
こ
と
は
抜
き

に
し
て
、
通
帳
の
動
き
を
ま
と
め
た
日
繰
り
の
資
金
繰
り
表
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
日
々
何
が

行
わ
れ
て
い
て
、
ど
う
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
。
そ
れ
ば
か

り
で
は
な
い
。
日
繰
り
の
リ
ア
ル
な
資
金
繰
り
表
か
ら
は
、
未
来
を
見
通
す
資
料
の
作
成
が
可
能
に

な
り
、
た
い
へ
ん
役
に
立
つ
。

本
当
の
意
味
で
事
業
の
存
亡
が
賭
か
っ
た
資
金
繰
り
に
本
気
に
な
れ
る
の
は
、
哀
し
い
か
な
、
社

長
だ
け
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
医
療
業
界
の
よ
う
に
基
本
的
に
理
事
長
が
医
師
で
あ
る
場
合
も
、
こ

れ
は
原
理
的
に
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
専
門
の
経
営
技
術
者
で
な
い
か
ぎ
り
、
本
当
の
経
営
管
理
、

資
金
繰
り
な
ど
に
目
を
配
っ
て
経
営
を
守
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
な
に
し
ろ
、
医
師
で
あ
る
理
事
長

に
は
、
経
営
の
専
門
知
識
も
、
技
術
も
、
経
験
も
、
時
間
も
な
い
の
だ
か
ら
。

躓
く
の
も
、
生
き
返
る
の
も
、
つ
ぶ
れ
る
の
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

1

資
金
繰
り
を
め
ぐ
る
６
戒

経
営
幹
部
な
ら
資
金
繰
り
に
本
気
に
な
れ

2



よ
っ
て
企
業
は
活
性
化
し
、
経
済
は
あ
ら
た
め
て
活
力
を
獲
得
す
る
と
思
う
か
ら
だ
。

ヤ
ル
気
の
な
い
金
融
機
関
は
、
金
融
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
役
割
を
担
う
に
値
せ
ず
、
た
だ
安
全
な

企
業
と
つ
る
む
だ
け
で
リ
ス
ク
を
取
ろ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
世
の
中
の
た
め
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
実
業
を
行
わ
な
い
金
融
機
関
は
市
場
か
ら
退
席
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
私
は
常
々
そ
う
考
え

て
い
る
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
者
の
矜
持
だ
。

資
金
繰
り
に
関
し
て
は
、
常
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
最
悪
の
事
態
が
、
い
と
も
た
や
す
く
現
れ
る
も
の
だ
か
ら
だ
。
ま
っ
た
く
恐
ろ

し
い
世
界
で
あ
る
。
仮
に
順
風
満
帆
と
思
っ
て
い
て
も
、
事
業
を
経
営
し
て
い
れ
ば
、
資
金
の
問
題

は
必
ず
浮
上
し
て
く
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
波
が
あ
る
。
究
極
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
だ
と
思
っ
て
い
た
ほ
う

が
い
い
。
こ
の
自
覚
を
も
つ
こ
と
は
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
。
業
容
拡
大
や
利
益
の
減
少
、
風
評
被
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昔
の
事
務
長
の
よ
う
に
、
医
事
課
長
上
が
り
で
レ
セ
プ
ト
の
面
倒
を
見
ら
れ
る
だ
け
の
人
材
で
は

い
け
な
い
。
そ
れ
も
大
切
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
参
加
し
て
活
躍
で
き
る
、

社
長
や
理
事
長
と
と
も
に
、
本
気
で
悩
み
苦
し
み
な
が
ら
働
い
て
く
れ
る
人
財

、
、

こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の

き
び
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
う
え
で
、
最
も
必
要
な
人
材
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
商
業
銀
行
は
、
お
金
を
貸
し
て
、
そ
の
利
子
で
利
益
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

融
資
を
す
る
の
が
商
売
な
の
だ
か
ら
、
本
当
は
融
資
を
し
た
い
は
ず
だ
ろ
う
。
い
つ
も
融
資
を
し
た

が
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
く
普
通
に
お
金
を
貸
し
出
し
て
利
息
を
獲

得
す
る
の
に
専
念
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

そ
れ
な
の
に
、
意
気
地
の
な
い
、
意
気
消
沈
し
て
生
気
を
失
っ
た
銀
行
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
景
気
が
後
退
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
企
業
に
金
を
貸
し
出
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
に
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商
業
銀
行
は
、
い
つ
も
融
資
し
た
が
っ
て
い
る
！

3

資
金
繰
り
は
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
お
く
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